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和漢薬研究所年報， 31:3-14, 2005. 
。学会報告
1) 蔵本博史，白井良，坂本宏史，門脇 真：ラット遠位結腸における EC細胞の形態的
特徴．第 110回日本解剖学会総会，2005ラ3/29・31，富山
2) 蔵本博史，門脇 真：食道を支配する迷走神経副変感神経線維に関する免疫組織化学的
研究．第28回日本神経科学大会，2005,7 /26-28，横浜．
3) 門脇真，山本武，宇都宮奈穂，児玉利尚，蔵本博史：マウス病態モデルを用いた食
物7レルギ－病態形成機序における自律神経系の役割．
第42回日本消化器免疫学会，2005,8/4-5，東京．
4) 宇都宮奈穂，山本武，児玉利尚，門脇真：
マウス食物7レルギ一病態モデルにおけるニコチン受容体の病態生理学的役割．
日本薬学会北陸支部第 113回例会2005,11/20，金沢．
5) 児玉利尚，山本武，宇都宮奈穂，蔵本博史，門脇真：
食物アレルギーの発症機序におけるマスト細胞及びPBキナーゼの役割．
日本薬学会北陸支部第 113回例会2005,11/20，金沢．
6) 山本武，児玉利尚，宇都宮奈穂，門脇真：
〈〉その他
オキサゾロン誘発マウス潰震性大腸炎モデルの病態解析と治療薬探索．
日本薬学会北陸支部第 113回例会2005,l l/20，金沢．
1) 門脇真：腸管免疫性疾患と腸管神経系．
第 1固とやま GIクラブ，2005,4/27，富山．
2) 門脇 真：コカインと創薬－麻薬からイノヴ、エイティフホな新薬ヘ一．
富山漢方会，2005,6/28，富山．
3) 門脇真：消化管疾患における腸管神経系－腸管粘膜免疫系等からなる腸管イントラネ
ットの病態生理学的役割．富山薬事研究会，2005,7/7，富山．
4) 門脇 真：腸管免疫性疾患病態モデルにおける腸管粘膜免疫－神経イントラネットの破
指定一．第26回和漢薬研究所究所 特別セミナー「和漢薬と消化管－消化管常在菌の役割
および消化管疾患をめぐる最新の話題－J '2005, 7/13-14，富山．
5) 門脇真，門脇 孝，蔵本博史：腸管粘膜免疫系及び腸管神経系と潰傷性大腸炎の病因
病態との関連－特にα7型ニコチン受容体を介するコリン性抗炎症・免疫機構及びPPARy
を介する抗炎症・免疫機構の破綻－．
財団法人喫煙科学研究財団第20回関成研究発表会，2005,7/21-22，東京．
6) 門脇 真：腸管イントラネットの破綻－腸管免疫性疾患の病態生理学的解析－．
第2回EntericNervous System 研究会，2005,11/12，京都．
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〈〉共同研究
国内
1) 蔵本博史：京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科細胞機能学分野
「腸管神経系、特に食道神経系における迷走神経（副交感神経）支配に関する研究J
f食道神経系の形態学的研究J
「結腸セロト二ン含有腸クロム親和性細胞の生理学的及び形態学的研究J
f腸管粘膜型マス卜細胞の病態生理学的及び形態学的研究J
2004 5-
2) 門脇 孝：東京大学大学院医学系研究科代謝栄養病態学（糖尿病・代謝内科）
「漬蕩性大腸炎の病態形成における神経型ニコチン受容体を介する抗炎症免疫機構の
役割： PPARyヘテロ欠損マウスを用いた新規病態モデルでの横討J
「腸管自律神経系と腸管マスト細胞の機能形態的関係が潰房性大腸炎の病態形成に果
たす役割：腸管肥満細胞特異的欠損マウスを用いての横討J
「食物？レルギ－病態モデルによる7レルギ一機序の解析： PBキナーゼ欠損マウスを
用いての模討J
2004、7-
3) 小安重夫：慶応義塾大学医学部免疫学
「腸管自律神経系と腸管マスト細胞の機能形態的関係がj貴男性大腸炎の病態形成に果
たす役割：腸管肥満細胞特異的欠損マウスを用いての模討j
「食物アレルギ－病態モデルによる7レルギ－機序の解析： PBキナーゼ欠損マウスを
用いての倹討J
2004 7-
4) 東田千尋：富山大学和漢医薬学総合研究所
「PBキナーゼの神経変性疾患への関与に関する研究J2005, 10一
〈〉研究費取得状況
1) 平成 17年度日本学術振興会科学研究補問金基盤研究C(2）分担：門脇真
研究課題：下部食道括約筋におけるキャプサイシン感受性知覧神経の抑制反射機構
2) 平成 17年度財団法人喫煙科学研究財団代表：門脇真
研究課題：腸管粘膜免疫系および腸管神経系と潰痩性大腸炎の病因、病態との関連：特
に α7型ニコチン受容体を介するコリン性抗炎症・免疫機構および PPARyを介する抗炎
症・免疫機構の破綻
3) 富山県平成 17年度受託研究利漢薬・パイオテクノロジ－研究担当：門脇真
研究題目：消化管をターゲッ卜にした新しい和漢薬製剤の開発
く〉研究室在籍者
薬学部3年生：藤原加苗，吉田益奈子
薬学部4年生：宇都宮奈穂，児玉利尚
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